
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

11,699 11,597

（単位：千円）　

H28

11,699 11,273 11,597

29年度

当初予算 11,541

成果目標・

事業内容

現状

（予算編成

時）

林業公社経営改革プランに基づき、徹底した経営改革を進める。

〇施業地カルテの作成　H27:44％

〇分収率変更契約の締結　H27:77件

施業地カルテの作成

分収率変更

65団地

42件

11,699 11,273

達成

成果目標の達成状況

項目 H26末

77件 43件 56件

11,597

305団地 327団地 達成

Ｈ28
H29

目標

H27末

目標 成果 達成状況

-

43件

365団地

合計

項目 実施方法 H28事業実績

森林整備合理化計画推進事業 補助金

既契約森林の適切な整備と公社経営の改善に資する

ため、森林整備合理化計画に基づく無利子の日本政

策金融公庫資金（森林整備活性化資金）と合わせて公

社が借り受ける有利子資金に対し、国の規定に基づ

き、一定の利子助成を行った。（327団地、512件）

事業番号 10 04 16 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 森林整備合理化計画推進事業森林整備合理化計画推進事業森林整備合理化計画推進事業森林整備合理化計画推進事業
担

当

課

部局 林務部

課・局・室 森林づくり推進課

3多様な森林の整備の促進 実施期間 H16 ～

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

森林整備合理化計画推進事業補助金交付要綱

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail shinrin@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-4森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

目指す姿

〇分収林事業を行う林業公社を支援し、森林の適正管理の推進を図る。

〇林業公社は平成26年5月に「経営改革プラン」（H26～H32）を策定、プランに基づき徹底した経営改革を進める。

施策展開

H29

（当初） （決算） （当初）

林業公社経営改革プランの着実な実施を図り、効率的効果的な管理体制を確立するため、以下の取組を進めていく。

〇施業地カルテの作成率　100％

〇分収率変更契約の締結　43件

補正予算

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

Aの

財源

11,699 11,597

0 0 0

11,541 11,699 11,597

合計（A) 11,541

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

林業公社が策定した経営改革プランに基づく改革を積極的に支援していくため、事業を継続する。

目標に対

する成果

の状況

施業地カルテの作成については、平成28年度の目標値は達成したものの全体目標に対しては若干の遅れを生じているため平成29年度

早期の完成を目指す。（全体計画976団地のうち平成28年度末で757団地（78％）を作成済み）

収率変更件数については、市町村及び財産区を中心に粘り強く交渉を進めた結果、目標を達成した。今後も計画的に変更契約を進めて

いく。

 概算事業費（B（A）+C） 12,950 12,856 13,180

1,583 1,583

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

概　算

人件費

0.20

施業地カルテの作成率 78%44% 100% 未達成 100%0.7%

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

0.20 0.20

1,655

11,295 11,273


